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使用説明書 






はじめに 


このたびは、ニコマート EL をお 
買い上げいただきありがとうござ 
いました。カメラには「保証書」 

と「ご愛用者アンケートカード」 
が'添付してありますのでご確認く 
ださい。 
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写真を上手に写すためには、カメラの機能をよく知る 
こと、そして、よく慣れることが大七刀です。はじめて 
写真を撮る方は、とくに基本編を必ずお読みください。 
つねに 適七刀な取扱いと手入れをされて、 このニコマー 
卜 E L をいつまでもご愛用くださるようお願いいたし 
ます。 


1 • 「保証書」は、お買い上げの 際、ご購入 店からお 

客さまに直接お渡しする ことになって おります。 

「ご愛用者氏名および住所」 「ご購入年 月日」「ご購 
入店」がすべて記入された 「保証_」 を必ずお受 
取りください。 | 

2 . 「保証書」をお受取0になり ませんと、 ご購入後 

I 年以内の無償修理を受けられな いこと になりま 
す。 

もし、お受取りにならなかった 場合は、 直ちにご 
購入店に請求してください。 

3. 「ご愛用者アンケートカード」 は、 必要事項をご 

記入の上投函してください。お送りくださった方 
には、「ニ ッコー ルレンズ 読本」 をお送りいたし 
ます。 

各種交換 レンズの 特長、 フイルター の使い方、接 
写な どの 詳細に つき ましては、「ニ ッコールレン 
ズ言売本:」により、さらにご研究ください。 
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各部の名称 


正面（カメラボデイのみ） 


mm 



開放 F . ナンパー指標 


底面（カメラボデイのみ） 



^ m 

◎巻戻し用ボタン -- 



〔厂印は操作する部分です〕 





Nikomat 




シンクロソケツ I 


ミラーアップレバー ◎ 


露出計莲動ピン ◎ 


ンズ着 B 兑ボタン© 


ミラー 


(表面に触れないでください） 


電池室ふた ◎ 
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三脚ねじ穴 

( P .23 の注意事項参照） 



























接眼窓 

r ◎電池チェックボタン 
電池チ I ックランプ 



.g 


碑 





アクセサリーシュー 


(ホツトシユ _ ) 
フイルム感度 （ ASA ) 

ロツクレノく一 ◎ 



-露出計連動爪 


絞り目盛 


卷戻しクランク ◎ 


巻戻しノブ© 

裏ぶたロックレバー© 

フイルム感度 （ ASA ) 

セットリン グ〇 

フイルム感度 （ ASA ) ダイヤル 


- 被写界深度目盛 


m 


—— 距離リング ◎ 


上面 C 50 mm FI . 4レンズ付き) 



背面（上側のみ） 






















































特長 


ニコマー ト E L は ニコ ンが誇る ニコン F シリーズの35 
mm 判高級一眼レフカメラとして、精度 • 而ナ久力 • 操作 
性を徹底的に追求した新鋭機で、次のような特長をも 
つています。 

I . 絞り優先シャッタースピード自動制御のオート 
(自動）露出カメラです。シャッター優先でも使え 
ます。 

2 . 才一卜ではシャッ タースピー ドは 丨/丨 000秒、から4 
秒まで無段階でイ吏え、シャッタースピードはファ 
インダー内で確認できます。 

3. マニュアル（手動）でも露出計で適正露出を知る 
ことができます。その場合は、シャッタースピー 
ドは1/丨〇〇〇秒から4秒および B (バルブ）まで各 
段階で作動します。， 

4 . 中央部重点測光方式の TTL 露出計を内蔵し、ニッ 

，コール交換レンズと連動して開放測光はもちろん、 
必要に応じて絞込み測光もできます。 

5 . 電子回路にモノリシック丨 C と金属薄膜抵抗体を 

採用して信頼性を一段と高めてあります。 

6 . 逆光撮影などに便利な露出記憶装置が設けてあり 

ます。 

7 . 万一、電池がなくても丨/90秒でシャッターがきれ 

ます。 

8 . スピードライト（ストロボ）には高速 I / I 25 f 少ま 

6 で同調します。 


9. 電池チェッカーの内蔵•ホットシュー•ねじ付き 
シンクロソケットの採用など、各部分は使いやす 
く考慮されています。 


不用意な誤操作をさけるために、各操作部に安全 
ロック装置を設けてあります。 

I . シャッターボタンのロック 

卷上げレバーを格納位置におくと、' シャッターボ 
タンはロックされて押せなくなります。また電源 
のスイッチも OFF になり、露出計のネ_十は、中央 
(1 少）で止まったままになります。 

2. 才一卜解除ボタン 

シャッタースピードダイヤルは A (才一卜）にセ 
ットすると、ロックされ回せなくな0ます0マニ 
ュアル（手動）で使用するときは、このボタンを 
中甲してロックを解除し、希望のシャッタースピー 
ドをセットします。 

3 • 裏ぶたロックレパ，一 

このレバーを押さないと、巻戻しノブは引き上げ 
られません。したがって不用意に裏ぶたが開くこ 
とはありません。 

4. フイルム感度 （ ASA ) ロックレパ，一 

このレ 〆 く’一を押してロックを解除しないと A S A 
セットリングは回らないようになっています。 






形式 - 35 mm — 眼レフレックスカメラ 

画面サイズ-- 24 mmX 36 mm 

イ吏用フイルム -ノくトローネ入〇 35 mm フイルム 

各種 

レン ズマ ウント-ニコン F マウント 

ファインダ—— アイ レベル 型、マイクロプリ 

ズム式（またはスプリット式） 
ファインダースクリーンイ寸き 
ファインダー視野率-撮影画面の約 92% 

ミラ--クイックリターン式、 t ラー 

ァップ装置付き 

シャッタ -上下走行式メタルフォーカル 

プレンシャッター 

シャッタースピード --. A (才一卜） 

4 秒〜丨/ 1 000 秒 ( 無段階） 

• マニュアル 

巳 .4 秒〜丨/丨 000 秒 （ 丨 4 段階） 

いずれの場合 もファインダー 
内の指針で確認できる 
• メカニカノレシャッター 
I /90 秒（電池のないとき） 

露出計- TTL 中央部重点測光方式 

測光範囲 ： EV I —EV 18 
例：フィルム感度 ASA 100、 
50/ 丨 . 4 レンズ使用で f /丨 . 4、 

丨秒〜 f /16、 丨/1000秒 


開放 F ナン八一目盛 一— - I . 2—2.8—5. 6 


フィルム感度目盛 - ASA 25 — I 600 

フィルム 卷上げ-作動レバー式、卷上げ角 

135 。、 予備角 30 。 

電源スイッチ - 卷上げレ八一と連動 

フィルムカウンタ-自動復元順算式 

セルフタイマニ - 作動秒時可変式（最大8〜10 

秒） 

露出言己憶装置 セルフタイマーレバー兼用 

フィルム卷戻レ-•クランク式、巻戻し用ボタン 

自動復元 

アクセサリーシュ-フラッシュ接点付き（ホット 

シューノ 

シンクロソケット- J | S — B 型でねじ止め式 

シンクロ接点 -- フラッシュランプ （6 マーク） 

スピー ドライトけ マーク） 

七刀替ぇ式 

電源 - 6 V 銀電池 I 個使用 

電池チヱックボタ ン -使用限界電圧 （ 4 V ) 以上あれ 

ば電池チヱックランプ点灯 
大きさ（ボディのみ） —— 145mm (巾） X54.5mm (奥行） 
X93 .5mm (高さ） 

約 780 分 


重量（ボディのみ） 














































編 

ニコマート EL は絞り優先のオート露出カメラで、操 
作はきわめて簡単です。はじめにこの〔基本編〕をよ 
くお読みになって、カメラの取扱いに十分彳貫れてくだ 
さい。それがニコマート E L を有効にご使用いただく 
最良の方、法です。 

詳細な説明や、マニュアル露出、特5料最影などについ 
ては、後編の〔技術•応用編〕をご覧ください。 



電池の入れ方 


電池は別包装で付属しております。 （エ八レテ V — N 0.544) 
電池には+極と一極があ0ますので、向きを間違え 
いようにカメラに入れてください。 



ミラーアップレ八一を上方へ回しますと、ミラ 
L I .1 _は上方へ固定されます。 

カメラにレンズが ついている 場合は、まずレンズをはずして 
ください0レンズのはずし方は P . 13をご！^ ください。 

カメラにレンズがついていなくて、ボディキャップがしてあ 
る場合は、キャップを右に止まるまで回せばはずれます。 

電池の +• —の向きを逆に入れると、カメラが正常に作動し 
ないばかりでなく、電池は数分で消耗してしまいます。 
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2 電池室ふたの手前の縁を左方へ押しながら上方 
へ押し上げますと、ふたは半開きの状態で止ま 


ります。 


m 


ふたの裏に表示されているように、電池を+極 
を右側にして、電池室の開口部へ右へ押しつけ 
るように置きます。 

電池室ふたを奥の方へ押すと、開口部がさらに開き、電 
池は電池室内に落ち込みます。 































5 ミラーアップレ八一を下方へ回して、ミラーを 
もとに戻します。 

電池を入れたら念のため電圧をチェックしてください。 

• 電池は包装紙から取り出したら、両端を乾いた布か紙でよ 
く拭いてから入れてください。 

• シャッター幕やミラーの表面に触れないようにご i 主意くだ 
さい。最後にミラーをもとに戻すことを忘れないでください。 


電池のチェック 


次のようなときは電池をチェックしてください。 

• 電池を新しく入れたとき 

• カメラを長い間イ吏わないでおいて、再びイ吏うとき 
• かなり使用して、電池が消耗していると思うとき 



カメラ背面の電池チ1ックボタンを押すと、電池が使 
える状態ならば、電池チ I ックランプが点灯します。 
ランプが点灯しないときは、電池が消耗しているわけ 
ですから、新しいものと交換してください。 

電池のチヱックは、卷上げレバーの位置に関係なく、 
いつでも 行なえます。 

銀電池は寿命がくると1生能が急激に低下しますのでご 
注意ください。 
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レンズの取りつけ 


ここでは 50 _F I .4 の標準レンズで説明いたしますが、 
他のオートレンズでも全く同様です。 



1 カメラボディの露出言七產動ピンを向って右へ止 
まるまで回しておきます。 


連動爪のある才一トレンズの取りつけは、単にボディにレン 
ズをつけるだけでなく、露出計にそのレンズの開放 F ナンバ 
一を記憶させる操作も含みますので、確実に行なう必要があ 
ります。 


2 レンズの絞りは f /5.6 にセットしておき、レンズ 
」の連動爪がボディの連動ピンにはまるようにね 
らいながら、静かにパ•ヨネット部をはめ込みます。 

(連動爪のないレンズの場合は、レンズの絞り指標が 
連動ピンに合う位置ではめ込みます。） 




'ズの白いリング（絞り指標リング）を持っ 
て向って左（反時言十方向）へカチリと音がして 
止まるまで回します。 
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S i さらに、絞りリングを開放絞り側の制限までい 
」つぱいに回します。 

(囡圊の操作で装着レンズの開放 F ナンバーが露出計 


に記憶されます。） 

ボディ側面の開放 F ナンパ•一目盛に、そのレン 
ズの開放 F ナンノ く一値が赤指標で示されますの 


m 


て石萑言忍してください。 


レンズの取りはずし 



カメラのレンズ着脱ボタンを押しながら、レンズの白 
いリング（絞り指標リング）を持って向って右へ止ま 
るまで回し、レンズを静かに抜き出します。 


レンズをはずす途中でもとに戻して取りつけてはいけません。 
必ず、いったん連動ピンから爪をはずし、連動ピンを右方へ 
止まるまで回してから改めて取りつけてください。 
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撮影の基本操作 


ニコマート E L の一般的な吏い方の順序を示してあり 
ます。 

操作の詳細については※ 印の ぺージを、関連事項につ 
いては ♦印の ぺージをご参照ください。 



|1 ! 裏ぶ•たを開く 

丨 I 裏ぶたロックレバーを押しながら、巻戻しノブ 
を引き上げます。 ※ぐ P . I 6) 


ル ムを卷取り スプールに 巻いて、裏ぶたを閉じ、から 
写しを2回行ないます。 .（ P . 16、 17) • ( P . 19) 


[7^1 フイルムを入れる 

ハ°トローネを入れ、巻戻しノブを押し下げ、フ 
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^ フイルム感度 （ ASA ) をセットする 

LwJ ASA ロックレパ、，を押しながら A S A セット 
リングを回し、装塡したフイルムの A S A 値に指標を 
合わせます。 ※ （ P . 丨8) 


j シャツタースピードダイヤノレを A にセツトする 
L ■ J シャツタースピードダイヤルを右（時言十方向） 
へ止まるまで回します。 ※ （ P . I 8) 春 （P .3 4 ) 
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フイノレムを巻き上げる 


卷上レパ‘—を止まるまで十分に巻き上げます。 


※ （ P _ I 9) 


絞りをセットする 

H レンズの絞りリングを回し、被写体の明るさに 

応じた絞りを選定してセットします。 

※ （ P .20) 籲 （ P .36、 37) 


フイルムは丨本全部撮影がすむと、卷戻し操作が必要 
です。巻戻しについては、 P .26 をご覧ください。 


-7' 構図を決め、ピントを合わせる 
Lf 1 ファインダーをのぞきながら、距離リングを回 
します。 ※ ( P .22) 

〇 露出計の指針を見る 

LvJ ' ファインダー視野内で、露出計指針が上下の警 
告マークの間にあるか確認します。 • （ P .3 I ) 

シャツターをきる 

シャツターボタンを静かに押します。 ※（卩.。） 
固〜園を糸喿り返します。 
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フイルムの 入れ方 


フイルムは市販のパトロ ーネ入り35 mm フイルムを使用 
してください。（マガジンは使えません） 

フイルムの出し入れは直射日光をさけて行なってくだ 
さい0 



1 裏ぶたロックレパーを後方へ押しながら巻戻し 

ノブを引上げ、さらに強く弓丨くと裏ぶたが開き 


ます。 


^ ハ。トローネをパトローネ室に入れ、巻戻しノブ 
を押し下げます。 



〇1フィルムを少し引き出してその先端（舌）をス 
プールの溝に、その斜面に沿ってさし込み、指 
先でスプールを少し回して溝に出ている爪をフィルム 
の2番目の穴（パーフォレーシヨン）に確実にかけま 
す。 





































ryin フイルムの上下の穴 （ハ。ー フオ レー シ ヨン） が 
スプロケットの歯にかかるようになるまで巻き 
上げます。 


np ^ i 裏ぶたを押し込んで閉じます。巻戻しノブを矢 
印の方向へ静かに止まるまで回して、フイルム 
のたるみを耳又ります。 


フイルムの穴がスプロケットにかみ合っているか、上下のレ 
—ルの間にフイルムがおかれているか、よく^1萑かめてから裏 
ぶたを閉じてください。 


フィルムの「卷上げ」および「から写し」の要領につ 
いては、 P . 19 をご覧ください0 



フイルムを巻き上げて、から写しを2回行ない 
I 〇1ます。このとき、巻戻しノブが矢印と反対方向 
に回れば、フイルムは正しく送られていることになり 
ます。全く回らないときは、スプールの爪にフイルム 
がかかつていないためですから、はじめからやり直し 
てください。 
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：7イルム感度 ( ASA ) のセット 


フイルムを入れた後は、必ずそのフイルム感度 （ ASA ) 
を A S A ダイヤルにセットしておきます。 


A S A セットリングは露出計に連動していますので、 
正しくセットしないと、適正な露出が得られません。 



A S A ロックレパ’一をネ甲しながら 、 A S A セットリン 
グを回し、指標を目盛に合わせます。 



ASA ダイヤル上で、数字のない目盛の AS A イ直 

160 320 



ニコマート E L は通常はオート（自動）露出で撮影し 
ますので、シャッタースピードダイヤノレは A にセット 
しておきます。指標はダイヤル左側のボディ上の短線 
て•す0マニュアル露出のときは P .3 5 をご覧ください。 



シャッタースピードダイヤルを右（時計方向）へ止ま 
るまで回して、 A の文字を指標に合わせます。 


シャッタ_スピードダイヤルは A (才一卜）にセット 
するとロックされて回せなくな0ます。マニュアルで 
使用するときは、ダイヤル中央のオート解除ボタンを 
押してロックを解除し、希望のシャッタースピードを 
セットします。 

1/1 000秒 〜 4秒•巳の マニ ュ アル 目盛のところでは、 
クリックはありますがロックはできません。 



































フイルムの卷上げ' 


フィルムがはいっていなくても、卷上げ操作をすれば 
シヤツターが チヤ ージ されますので シヤツター をきる 
ことができます。 

シャッターのきり方については P . 23 をご覧ください。 



卷上げレバーは、格納位置から赤丸の見える位置まで 
(約30。）引出しておきます（これで露出計のスイッチ 
がはいります）。卷上げレノく一に才旨をかけ、右方へ止 
まるまで回します。レパーは指をはなすと自動的にも 
とに戻ります。この操作でフィルムは丨枚分だけ送ら 
れ、同時にシャッターがチャージされます。 

卷上げの途中で卷上げレ/ <— から指をはなすと、卷上 
げレパ•一 はもと に 戻ってしまいます0 この^] 犬態、では シ 
ャッターはきれません。卷上げレ/く一は止まるまで十 
分にキ甲してください。 


から写し 


から写し（から撮り）は、撮影のためではなく、フィ 
ルムを入れたときに、感光した部分を送っておくため 
に、フィルムを巻き上げてシャッターをきる操作をい 
います。 

フィルムを入れ、裏ぶたを閉じてから、から写しを2 
回行なうと、フィルムカウンターは〇を指します。も 
う I 回巻き上げると、フィルムカウンターは丨になり、 
撮影準彳庸〇 K です。 

才一卜の状態で、から写しをする場合、レンズを遮光 
してシャッターをきると、シャッタ _ は開いたままに 
なることがありますが、卷上げレバーを格納方向に押 
せば閉じます。 

遮光をして、から写しをする場合には、マニュアルで 
I /丨000秒、を’使うことをおすすめします。 

• フィルム卷上げの際、巻戻しノブでフィルムを巻戻し方向 
に引張ることはしないでください。フィルムの平坦/1•生が悪 
くなります。 

•フィル ムが終りになると、 レ 八‘一が重くなって途中で巻き 
上げられなくなることがあります。無理に巻き上げないで、 

レパーをそのままの状態にして巻戻しを行なってください。 
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：7イノレムカウンター 


フイルムカウンターは川頁算式で 、 s (スタート）から 
はじまり、0、2、4……36まで偶数値で表示され、 
奇数値はその中間に • 点で示されています。 

フイルムの有無に関係なく作動します。 




フイノレムカウンターは卷上げレノく一を巻き上げたとき 
に I 目盛ずつ進みます。 

36の目盛より先は、巻き上げてもカウンターは進みま 
せん。 

裏ぶたを開くと自動的に S に戻ります。 
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絞りのセツト 


オート露出撮景多では、撮影に入ってからは、セットす 
るのは絞りだけですみます。それも、撮景多時の天候と 
か場所が同じであれば、被写体ごとに変えなくても I 
回セツトすればほとんどの場合間に合います。 



絞りリングを右、または左へ回して絞り数字を指標に 
合わせます。数字のところではクリックがありますが 
数字と数字の中間でも連続して使えます。 


オート露出による t 最景多のときの目安としては 、 （ASA 
丨00のフイルム使用で、一般的被写体の場合）次のよ 
うにセツトすればよいでしよう。 


昼間の屋外 

(晴） f / 丨丨〜（暴） f /5.6 

室 内 

f /2. 8位 














































ここに挙げたものはごく一般的な構え方です。 

カメラぶれを起さず、無理のない安定した姿勢でシャ 
ッターをきることが大切)です。 



主としてカメラを支える方のひじを体につけ、カメラ 


を軽く彦頁にネ甲しつけるようにして、ファインダーをの 


ぞきます。左手のネ旨はピント合わせのためにレンズの 


距離リングに、右手の人さし指はシャツターボタンの 


上に軽く置きます0 (縦位置のときは親指でもよい） 


縦位置での撮影は、横位置より構えにくいようですが、 


被写体によっては必要です。ご自分に合つた姿勢を研 1 


究してください。 


建物や立木を利用して、腕やカメラを支えることもよ 


い方法です。 



ファインダーをどちらの眼 



でのぞくか、また、イ吏わな 
い方の眼は開らいたままか、 
閉じるかは、ご自分のやり 
易い方によつてください。 























ピント合わせ 


ファインダースクリーン（焦点板）は、マイクロプリ 
ズム式か、あるいはスプリット式がイ寸いています。各 
種の交換レンズや接写レンズなどを付けたときでも、 
全く同様にピント合わせができます。 



• マイクロプリズム式の場合 


ファインダーをのぞきながら、 S 巨離リングを回し、中 
央のマイクロプリズム部の像がもっともはっきり見え 
るところで止めます。ピントが合っていないと、像は 
ギザギザした感じに見えます。 

•スプリット式の場合 

ファインダーをのぞきながら、 S 巨離リングを回し、中 
央のスプリットプリズム部の上下に分割された像が一 
つに見える ところで止めます。 ピントが合っていない 
VI ヒ、 上下の像が互に水平方向にずれて見えます。 



ピントが合っていないとき ビントが合ったとき 



•被写体までの足巨離を矢！]り、これを足巨离 t リングにセッ 


卜しても同じです。この場合はカメラ上面の基準 
マーク分（フイルム面の位置）から被写体までの距離 
を測ってください。 

スプリツト式の場合、被写体が横方向の線だけのとき 
は、カメラを縦位置に構えてピントを合わせます。 

• F 4 • 5より暗い レン ズおよび才一卜でない レン ズを 
f /4.5 よ〇ノ J 、 絞りで使うとき、あるいは接写のときなど 
は、中央のプリズム音 [5 ではピントが合わせにく くなり 
ますので周囲のマツト面でピントを合わせてください。 





















のきり方 


シャッター ボタンを押すと、 シャッ, ターは解方女（レリ 
—ズ）されて、フイルムに露光を与えます。 

(これを一般にシヤッターをきると言います。） 



シャッターボタンは、カメラぶれを起さないように押 
すこと が大切です。 指先の腹で静かに押します。 


(はじめての方は、フイルムを入れないうちに何回も 
繰返して練習してください） 

ファインダーをのぞきながらシャッターをきると、シ 
ャッ ターが作動して いる 間は ミ ラーが上がって いるた 
め、その間だけ視野は暗くなります。 

>^〇 秒、より低:速のシャ ッ タースピードではカメラぶれが 
起きやすいので、手持ち撮影はなるべくやめてカメラ 
を三脚などに固定してシャッターをきってください。 


このようなときは、シャッターはきれません。 

① 卷上げがしてないか、あるいは不十分なとき 

② 卷上げレバ，一が格納位置にあるとき 



カメラを三脚に取りつけて使うときは、 6 ブルレリ 
—ズの使用をおすすめします0ケーブルレリーズを押 
すときも静かに押してください。 


カメラボデイの三脚ねじ穴の深さよ0長い三脚ねじを使わな 
いでください。 

ニコマート EL の三脚ねじ穴の深さは 5.7 mm です。これより 
長いねじをねじ込んで締めつけますと、カメラの内部をいた 
めるおそれがあります。 


24 



















才一卜露出での撮影 


ニコマート EL は、絞り優先方式の才一卜（自動）露 
出カメラで、通常はこの露出方法で撮影しますが、シ 
ャッター優先方式でも撮影ができます。 

基本操作は、いずれの場合も同じです。 
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露出計指針の確認 


シャツター優先方式 


あらかじめ決めたシャ 
ツタースピードが得ら 
れるように絞〇を変え 
て適正露出を得る方式 


シ ヤツタースピード 
ダイヤルを A にセット 


絞り優先方式 


絞りを決めておいて 


シャッタースピー ドを 


自動制御して適正露出 


を得る方式 


• 絞り値をセツトする 
^屋外.室内•晴 • 曼な1 
どの条件による絞り値 
、の選定が必要 / 


• 構図を決める 
• 露出計指針の指示値を 
見る 


• 構図を決める 
• 露出計指針の指示値を 
見る 


• 指金十が予定していたシ 
ヤツ タースピードを才旨 
示するように、絞りリ 
ングを右、または左に 
回す 






















































mmm 



そのまま シャ ッターをきれば適正露出の写真が得られ 
ます。 


そのままでも適正露出の写真が得られますが、指針が| 
スローシャツタースピードを示していますので、手持 
ち撮景多ではカメラぶれを生じるおそれがあります。次 
の考慮をして撮景多してください。 

a ) 三№3などを用いて、カメラを確実に固定してからシ 
ャツターをきります。 

b ) 絞りを開く方にセツトし直して、指針が手持ち撮景多 
でもカメラぶれを生じないネ呈度のシャツタースピード 

( y 3 。秒より高速）を指すようにしてからシャッターを 
きります。 


絞りリングを回して、指針が上下の警告 マークからは 
なれてからシャツターをきります。 


I あらかじめ決めておいたシャツタースピードにネ旨金十が 
1 きたときにシャッターをきります。 
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カメラ底部の巻戻し用ボタンを押します。 

タンは押し続ける必要はありません） 

巻戻しクランクを起し、巻戻しノブにある矢印 
の 方向に回します と、フイルムはノくト ローネ内 
に巻き戻されます。 

巻き戻しが終りに近づくとクランクにちょっと抵抗を 
感じます。（これはフイルムがスプール';冓から離れる 
ときです）さらに少し回してクランクが軽くなったと 
ころで止めます。 



裏ぶた ロックレ パーを押しながら、巻戻しノブ 
を引上げて裏ぶたをあけ、パトローネを取り出 


します。 


取り出したパトローネは、明るいところへ放置しないように 
してください。 


フイルムの巻戻し 


撮影の終ったフイルムは卷取りスプールに巻き取られ 
ていますので、これを全部パトローネに巻き戻さなけ 
ればな〇ません。 

巻戻しが終らない前に裏ぶたをあけないでください。 
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操作の確認 


撮影を急ぐあまり、うっかりしていることがあります。 
ここに挙げた事項を確認しながら操作するように習慣 
づけましよう。 

撮影にはいる前に 

① フイルムのたるみをとりましたか。 

から写しをする前に、巻戻しノブを矢印の方向に止ま 
るまで回してフイルムのたるみをとっておきます。 

(卷上げのたびに巻戻しノブが矢印と反対に回転して、 
フイルムカ 法 られている ことが確言忍できます。） 

② フイルム感度 （ ASA ) はセットしましたか。 

このセットが正しくないと適正露出が得られません。 

:③レンズの開放 F ナンパ •_ は合っていますか。 

これも露出に関係します。レンズをつけたときは必ず 
確かめましよう。 

④シャッタースピードダイヤルは A にセットされてい 
ますか。 



( 4 )( 3 ) 


CD® 
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技術 • 応用編 

ニコマート E L のオート露出撮景多の基本的操作につい 
ては、前編でご理解いただけたことと思います。さら 
に撮景多範囲を広げるために、オード露出撮影における 
技術 1 的な事項およびこのカメラのもっているいろいろ 
な機能の活用について、この後編をお言売みになって、 
さらにご研 1 究ください。 




■ 1 L CThru-the-Lens ) 露出計 


江甘 ^ 口 蕭 V か、/つ ノレ ^^ g^/s ： ^ A iD A ； CO 

スの開放 F ナン/<—のセットぉょび絞り 


のセットによ 


—コマート EL の露出計は、カメラの撮影レンズを通 
つてフイル厶に達する光量を、ミラーで.導いて測光す 
る TTL 方式で、露出計指針は、そのときの適正シャ 
ツタースピードを示します。 



0ある条件に保たれ、最終的に レンズから入ってく之 
光童し左右されて指針が動きます。 

•ファインタ—視野の左側にシャッタースピード目逆 
かあり、露出計指針がそのときの適正シャ ッタ ースピ 
—ドを示します。 

參連動爪のある各種 ニツコールオ—トレンズをつけた 
場合に、 シャッターが きれる寸前まで、 そのレンズの 
開放絞りのままの明るい ファインダー 視野を見ながら 
/則光するく開放測光〉と連動爪のない レンズをっけす- 
と き や、 連動爪が使えないときに絞りを実際に絞り込 
んで測光するく较込み測光〉の両方ができます いず 
れの測光方式でも、測光の結果の適正 シャッタ —スピ 
ードが フ ァイ ンダー 内に示されます。 

•才—卜（自動）露出のときだけでなく、 マニ ュアル 
(手動）露出のときも露出言十指針は、そのとき適正露 
出となるようなシャッタ ースピー ドを示します 
露出計のスイッチ 

卷上げレバ’一が電源スイッチを兼ねています。卷上げ 
レパーを赤丸の見える位置まで（約30。）引き出せば、 
スイッチ ON です。巻上げレバ—を格納位置に戻せば、 
スイッチ OFF になるばかりでなく、シャッターボタ 
ンもロックされて押せなくなります 





























露出計指針の確認 


才一卜露出では絞りをセツトするだけで、ピントを合 
わせてシャツターをきればよいのです力<、シャツター 
をきる前に、露出計指針の位置を確かめてください。 


-上側警告マーク 

才旨 tt がこの間にあれば、そのまま 

► -シャッターをきれば適正露出の写 

真が得られます 

指針がこの間にあるときは、手持 
►一ちでシャッターをきると、カメラ 
ぶれのおそれがあります 

下側警告マーク 

手持ち撮影では、なれないと％秒イ立でもカメラぶれを 
生ずることがありますので、絞りを加減してなるべく 
秒乂との速し、シャッタースピ_ドになるようにして 
撮影してください。スローシャッターでは、カメラを 
固定して撮影してください。 




はじめにセットした絞りで指針が 
警告 マークにはいっている ときは 



絞りきっても才鈴十が下らない 
ときは 、 ND フイルターを か 
けて、全体の光量を減らす 


開放絞りにしても指針が上ら 
ないときは、照明を追* P する 
か、フラッシュ相に七刀りか 
える 


31 



























露出記憶装置の使い〕 


逆光 • 雪景 • 夜景などの中の主要被写体とその周辺と 
の明喑の差が大きい場合には、そのままオートで撮影 
すると主要被写体の適正露出が得られないことがあり 
ますが、このような時に露出記憶装置を使います。 



露出 S 己*慮置はセルフタイマ—レバ—と兼用でオ_ 

卜露出のときに セルフタイマーレバ，一 を レン ズ側に倒 
すと、そのときの露出計の指示（シ ャッタースピ—ド、 
が電子回路に記憶され る ようになって いまナ 
レバー から指を離すと、 レパ、一 はもとの位置に戻り、 
記憶は解除されてしまいます。 
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そのまま才一卜露出で シャツ タ ー をきりますと ヒ の 
写真のように主要被写体部分が露出不足になりまナ 
(これと明暗が逆の場合は露出過度になります） 


























m 


次に、主要被写体の方にレンズを向けて、これ 
を画面の中央部に入れ、そこでセルフタイマー 
-をレンズ側に倒します0 


m 


ベーを倒したままで、もとの構図にレンズを 
向け直してシャッターをきると、そのときの露 
出計指針の指示とは関係なく、レバーを倒したときの 
露出（シャッタースピード）でシャッターがきれ、主 
要被写体の露出が適正な写真が得られます。 
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シャッタ—スピ— ドダイヤルには、 シャッタースピ— 
ドを示す数字が彫刻されています。また、同じ数値が 
ファインダー視野の左側に、露出計の指示目盛と して 
表示されています。 

シャ ッタースピー ド目盛は次のように なっています 

A ' 1000、500、250、丨25、60、30、15 ' 8、4、 

2 、 I 、2、4 、 B 

緑色の A はオート （ Auto ) を示し、1000は1/1000秒 • 

2 は1/2秒•檀色の丨、 2 、 4 はそれぞれ I 秒、 2 秒、 

4秒の露出を、巳はバルフ’露出を示します。 

A 、 B を除き隣り合う目盛は、お互いに露出光量が2 
倍 (または I /2)の関係になっています。 パ，ルブ は、 シ 
ャッター ボタンを押している間だけ シャッターが 開い 
ています。タイム露出の目盛はありませんが、目盛を 
巳に セッ トして、 ケーブルレリ —ズ AR — 2の ストッ 
プリングを利用すれば簡単に行なうことができます。 
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オート露出の場合 



シャッ タースピードダイヤルを A にセットしますと、 

フ アイ ンダー 内の緑色の シャッター 指針は④の位置に 
きます。 これでシャッター は 自動制御され、露出言 十才旨 
金 十は適正な シャッ タ ー スピ ー ドを才旨示します。 このシ 
ャッタースピー ドは、 フイ ルムの A S A が 決っていれ 
ばレンズの絞りと被写体の明るさに応じて変化します。 
A (才一卜）の場合は、指針が目盛の中間でも連続し 
て中間の シャッタースピー ドで作動します。露出計指 
針が上か下の擇色の警告マ--クに入ったときは、表示 
シャッタースピー ドイ直との連動 範囲 夕 f の明るさです。 























シャッタースピードダイヤル中央の才一卜解除ボタン 
を押してダイヤルを回し、希望のシャッタースピード 
目盛を指標に合わせます。マニュアル露出では目盛の 
中間スピードは使えません。必ずクリック位置でセッ 
卜してください。このとき、ファインダー内の緑色の 
シャッターネ旨はセットしたシャッタースピードイ直を 
ネ旨し、シャッターをきると、そのシャッタースピード 
でシャッターが作動します。露出計指針はマニュアル 
の場合も、そのときの絞りで適正露出になるようなシ 
ャッ タースピードを常に示します。 


マニュアル露出の場合 



電池がない場合（メカニカルシャッター） 

ニコマート EL は、才一卜の場合もマニュアルの場合 
も電子回路で シャッ ターが制御されていますが> 電池 
が取り出してあったり、電池が消释してしまっている 
場合は、 シャッ ターダイアルがどこ に セツトされて い 
ても機械的な機構で丨/90秒の シャッ タースピードで シ 
ャッ ターをきることができます。この場合、露出計は 
使えません。露出計の指針は1/15秒の位置で止まった 
ままの状態になります。 


マニュアル露出は次のようなときに用います。 

I . 露出計ネ餘十のネ餘に関係なく、希望のシャツタ—スピ— 
ドで露出したいとき。 

' 2. 絞込み測光をして、シャツタースピードをセツトすると 

!夂 

3 .巳（パ V レブ）露出のとき。 

4 . フラツシュ撮景多のとき。 

5 . 特殊撮影のとき。 _ 
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ニコマ— 卜 EL は、 すべての ニコン F マウントのニッ 
コ—ル 交換 レンズ カイ吏えます。 こ れらの レンズには 反 
射レンズを 除いてす ベて 絞りがあり、その レンズの 開 
放絞りから最小絞りまで|段 ごとに 目盛があります。 



ニッコールオートレンズは、 カメラに 取〇つけて 絞り 
目盛を動かしても、絞りの状態は つねに 開放絞り（い 
ちばん開いた状態）であり、シャッターボタンを押し 
てシ ャッ ターが開いている間だけ セット した糸交りの状 
態になるレンズです。これを自動糸交りと いいます。 絞 
りはフイルムに到達する光量を加減し ますが、 絞り リ 
ングを丨目盛動かして光量を半分にすることを、 I 段 
絞るといい、その反対に2倍にすることを I 段あける 
といいます。絞りは、また、被写界深度と大いに関係 

36があ〇ます。 


絞込みボタン 



ニ ッコールオー トレンズは自動絞りですからファイン 
ダーにはつねに開放絞りでの>(象が見えていますが、こ 
のボタンを押すとレンズはセットした絞り値まで絞ら 
れ、ファインダー内でそのときの被写界深度の状態が 
見られます。 

開放測光の場合、絞り込み ボタンを押したままシャッターを 
きると適正露出は 得られません。 

絞込みボタンをネ甲した:!大態では、卷上げ レバ—を操作しない 
でください。 


























被。写界深度 


被写界深度を上手に利用することによって、写真に味 
わいをつ けることができます。単に被写体にピントを 
合わせるだけでなく、そのときの被写界深度のことも 
頭に入れて写しましよう。 



従ってだんだんボケが大きくなります。この鮮明な範 
囲が被写界深度で、範囲が広いときに、深度が深いと 
いいます。 ニッコ—ル レンズでは、この被写界深度か、 
距離指標の両側に、絞り値と同じ色の線で示されてい 
ます。範囲はその線が示す距離目盛で読むことができ 
ます。 



被写界深度は、同じ焦点距離のレンズでは 

① 絞り込むほど深く、絞りを開くほど浅くなります。 

② 同じ絞り値では被写体距離が遠いほど深く、近いほ 
どミ美くなります。 

③ ピントを合わせたところより、後方に深く、前方に 
浅くなります。 

異なるレンズ、またはズームレンズでは（同じ絞り値 
で）レンズの焦点距離が短いほど深く、長いほど浅く 
なります。 
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自分も画面に入れたい記念撮景多やグループ写真の撮景多 
のときなどに使います。 

カメラは三脚などで しっかり 固定してくださ ぃ 



セルフタイマー レバーを 外方（写真の矢印の方向） へ 
回せば、タイマーがセットされます。このセットは、 
卷上げの前でも後でもかまいません。 


構図を確かめ' シャッタ ー ボタンを押すと々 イマ —が 
作動しはじめ、約8〜10秒後にシャッターがきれます 
レバーを回す度合が少ないと、それだけ シャッ ターが 
きれるまでの時間は短くなります。 

長時間露出 で 露光中 にセルフタイマーを^^作しなぃでくナ七 
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露出 rt •は、シャッターボタ 
ンを押す直前の明るさを測 
っています。カメラから離 
れてシャッターボタンを押 
しますと、接眼窓から強い 
光線が入ることもあり、そ 
の場合は適正露出が得られ 
ないおそれがあります。 

才一卜露出でセルフタイマ 
一を使う場合は、ファイン 
ダーをのぞいたまま シャッ 

ターボタンを柙すように心掛けてください。カメラか 
ら離れてシャッターポタンを押すときは、接眼窓を覆 
うことをおすすめします。また、カメラの前面に立っ 
てシャッターボタンを押しますと、露出計が自分のか 
らだの部分の露出を測ることにな0ますから、ご注意 
ください。 

マ—ュアル 露出では、これら の 考慮は いっさし 、不要で 
す。従って、はじめに才一卜で露出 （シャッタースピ 
ー ド）を確かめ、それから マニュアルでそのシャ、 .， 々 
—スピードをセットして撮景多すれば安全です。 






















電池を交換するときや、顕微鏡写真撮影で極端に振動 
を嫌うときなどは、カメラをミラーアップしておきま 

す。 



カメラに 向って 右側上方にあるミ ラー アップ レバー を 
上方へ回すとミラーは上がり固定されます。 レバー を 
下方に回すとミラーはもとに戻ります。この操作はシ 
ャッターにも卷上げにも関係なくいっでも行なえます。 

ミラーアップの:！大態のままでシヤッターをきると、シャッタ 
—ボタンを押してから、シャッター幕が作動するまでの時間 
が非常に短くなり、オートレンズでは絞りが正しく連動しな、 
くなります。ミラーアップでオートレンズを使う場合は、セ 
ルフタイマーをイ吏ってシャッターをきってください。 


赤外撮影 


赤夕 f 線（黒白）フィルムと R 66フィルターを使って、 
赤外写真を撮る場合は、眼でみてピントを合わせても 
赤夕 f 線でのピント面とは、少しずれていますので、こ 
のずれの量だけ修正が必要です。 



ニッコ ールレンズには、このための赤夕 f 線指標（赤点） 
または指標線（赤線）が距離指標の近くに設けてあり 
ます。（レフレックス ニッ コールなどのように、イ I 爹正 
の必、要のないレンズもあります。） 

まず、フィルターなしで普通に被写体にピントを合わ 
せます。そのときの距離値を赤夕 K マークに合わせ直し、 
フィルターをかけて撮影します。（写真は被写体まで 
の距離が無限遠の場合を示しています。） 
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フラッシュ撮影 




喑い室内や夜間の撮影にはもちろんのこと、昼間でも 
補且力光としてフラッシュを使いますと大変便利です。 



カメラ側面にあるシンクロソケットは 、 J is — B 型で 
ねじ止め式です。フラッシュガンやスピードライトの 
コードは、ここに接続します。 


アクセサリ— シューはフラッシュ接点 付き （ホット シ 
ュー） ですから、ニコンスピードライト SB —3 などの 
コードレスの ユニッ トは 直接シューに さし込むだけで 
接糸売します。フラッシュ接点は、 ユニットを 取り つけ 
たときだけ導通しますから' 普通の状態では指に角虫れ 
ても安全です。 
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各種のフラッシュユニットカイ吏えますが、撮景多距離に 
対する絞り値などは、ご使用のフラッシュ ユニッ トや 
スピードライトおよびフラッシュランプの級によって 
お決めください。 



フフッシュユニット B C —7 をお使いになるときは、 
ガンカプラー A S — 2をごイ吏用ください。 コ—ドレス 
で接糸売できます。 


ホットシュー付きでないスピードライトやフラッシュガンを 
ご使用になりますと、接点がショートし、不用意に発火して 
しまうことがありますのでおすすめできません。 

やむを得ずご使用になる場合は、カメラのフラッシュ接点に 
ビニールテープなどを貼って絶縁してください。 




























シンクロ接点の切替え 

フラッシュランプか、スピードライトかによってシン 
クロ接点を切替える必要があります。シャッタースピ 
—ドダイヤルの外周をっまんで持ち上げながら、右（時 
計'方向）へ止まるまで回すとフラッシュランプ用 （5 
マーク）、左へ止まるまで回すとスピードライト用 
マーク）が、それぞれシンクロ表示窓に出て、七刀替え 
が行なわれます。切替えは、シンクロソケットとフラ 
ッシュ接点の両方の回路とも同時に行なわれます。シ 
ャッタースピードはマニュアルでセットします。スピ 
—ドライトの場合は、シャッタースピードは低速から 
I /丨25秒、まで同調します。 


シャッタースピー ドは必ず マニュアルでセッ トして ください。 
A (才一卜） でフラッシュ 撮影をすると適正露出が得られず、 
また同調しないことがあります。 



同調範囲 （□は 同調 □は 同調せず） 




フラツシ 

ュランプ 





シャ 

ッタ 

ースピー 

ド（秒） 



1 

級 

メ - 

-力一 

型 名 

シンクロ 
マー ク 

1 

1000 

丄 

500 

1 

250 

1 

125 

1 

60 

去 

1 

1~5 

1 

~8 

1 

4" 

! 1 

1 

2 

4 

巳 

FP 

東 

芝 

| 6巳、 

PRESS 6 B 
















ナシ 

ョナル 

6(3、 

PRESS 6 巳 
















M 

東 

芝 

5巳、 

3巳、 PRESS 巳 

6 

☆ 

☆ 














ナシ 

ョナノレ 

5 B 、 

3 B 、 PRESS 巳 













MF 

東 

芝 

AG - 

3 B 
















ナシ 

ョナル 

AG - 

-3 巳 


















スピー 

ドライ 

卜（ストロボ） 
















☆フラッシュランプの種類によっては、多少のムラを生ずることがあります 




















































絞込み測光による露出 


連動爪のないレンズをつけたときや、接写リングなど 
をつけたために連動爪力气吏えな L 、場合の撮景多方法です。 
この場合は、絞り込むにしたがってファインダ—の視 
里？は日音くなります。 



絞込み測光をする場合は必ず、ボディ側の露出計の連 
動ピンを向って右へ止まる まで 回しておきます。ネ最景多 
の際に、露出計指針の位置を確認してシャッターをき 
るとか、指針が警告マークの位置にあるときには絞り 
を加減するなどの操作は、才一トレンズ使用の開放測 
光の場合と同じです。（才一卜、マニュアル露出とも） 
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dM 動爪がなく、オート（自動絞り）でないレンズ使 
用の場合 

a ) 普通絞りのレンズ（ニツコール丨200 mm ) 

ピント合わせはマツト面で行なってください。 

b ) プリセツト絞りのレンズ （p 〇 ニツコー ル 35 mm ) 
ピント合わせは開放絞りで行ない、撮影は絞り込 
んだ状態で行ないます。 

② 連動爪のない才一トレンズ使用の場合 （ニツコール 
才一卜 400 mm 、 600 mm 、 800 mm 、 ズームニツコール 

200〜600 mm 、 メディ カルニツコールオー ト200 mm ) 
ピント合わせは常に開放絞りで行なえますが、測光ぉ 
よび撮影は絞込みボタンを押しながら•行ないます。 

③ 連動爪がある才一トレンズ使用で、爪が使えない場 

a ) マイクロニ ツコー ル p 才一 卜の m 2 リンク、付きの 
ときは、②の場合に同じ 

b ) —般のオートレンズで接写リングやベロ _ズ使用 
のときは、絞り込んで撮景多を行ないます。 

④ レフレツクス ニツ コール 使用の場合や、顕微鏡写真、 
望遠鏡写真撮影の場合 

絞りがないので、絞りを変えて シャツタースピード 
を変えることはできません。明るすぎるときは フィ 
ルター をかけるとか、照明を加減して露出を行ない 
ます。ただし、顕微鏡写真の場合カラ ーフィルム 使 
用のときは、色温度補正の考慮も必要です。 














露出の補正 


ネ带朱な光線状態のときとか、複写のように白黒のコン 
トラストが片寄って いる ことが多いときなど、そのま 
まシャッターをきると適正露出でないと思われるとき 
は、シャツタースピードを補正して撮影します。 



露出を補正するには、次の三つの方法があります。 


丨.マニュアル it 出で補正する方法 

ファインダー内の露出計指針で知った シャッタース 
ピードに対し、 シャッター ダイヤルを マニュアルに 
して、補正値だけずらしてセットし、 mm します。 

2 .露出記憶装置を使って撮影する方法 
( P . 32參照) 


ASA ダイヤルは、数字のある目盛の間が丨段で、そ 
の間は M 段ごとにセットできるようになっています。 

3 .A S A ダイヤルをそのときだけセットし直して撮影 
する方法 

シャッターをきる前に、 ASA ダイヤルで補正量だ 
けずらしてセットし直して、そのまま撮影します。 
たとえば、 A S A 100のフイノレムイ吏用のとき 

I 段多く補正 . 指標を50に合わせる 

I K 段少なく補正…指標を20 0の次の.点に合わ 

_ せる _ 

補正による撮影が終ったら、 ASA ダイヤルをもとに戻すこ 
とを忘れないようにしてください。 

















複写•顕微鏡写真 


複写や顕微鏡写真などでは、被写体のコントラストが 
特殊なことが多いので、露出計の指示通りでは目的に 
合つた露出が得られないことがあります。そのような 
ときは、露出の補正をしてから撮影してください。 

一般の複写 _ 

複写用レンズとしては マイクロ ニツコール p オー ト 55 
mmF 3. 5が最良です。 

① 写真印画や絵画など、 連続階調のあるものの場合 
— fS 撮影と同じく、開放測光または絞込み測光で撮 
影します。 

② 文書や図面など コン トラスト の 強い ものの 場合 
白地、黒地にかかわらず、白紙（ケント紙、または 
それに近い白さを もつもの） を置いて測光して露出 
計指針を確かめた後、補正を行なラと良い結果が得 
られます。 


露出の補正参考値 


(カラー 反転 フィルム、カラーネガフィルム、 
〈―用ノ くンクロフイルム使用 の齡 


L 2 段露出を多く 


I スライド複写1 

スライド複写 用の 付属品と して スライド複写装置 p s 
— 4 、 PS — 5があります。ニコンべ口ーズアタッチ 
メント PB — 4、または p B 一 5 と組合わせて使用し 

44 ます。 


d 連続的な 階調のあるフィル厶（普通の写真）を複写 

する場合 

絞込み測光で撮影します。 

②文書や図面を撮影し たフィル厶を複写する場合 
白地に黒文字のときは露出計の指示より ik 段露出 
を多く、黒地に白文字のときは K 段露出を少なく補 
正してください。 

ニコンスライド複写装置使用の場合はフラツドランプ 
を複写装置の乳白板から約 30 cm に置いてくださぃ 


顕微鏡写真撮影 


顕微鏡にカメラを装着して撮影する場合は、 レンズは 
はずしてカメラのパ'ヨネットで顕微鏡アダプターか顕 
微鏡写真装置に取り付けます。 

ボディ側の露出計連動ピンは、右へ止まるまで回して 
絞込み測光の状態にしておきます。 

顧微鏡写真の場合は一舟 S に露出を多く補正する方がよ 
い結果が得られます。 

露出の補正 参考 イ直 f カラー反転フィルム' カラーネガフィルム、\ 

、一般用パンクロフイルム使用の場合 ) 


オートの場合 AS A を3目盛少なく （ I 段露出時間を長く） 


上の補正値は平均的な値で、実際には顕微鏡写真の標 
本の染色、分布、コントラストの違い等により多少異 
なりますので実験によ0補正値を決定されることをお 
すすめします。 


























フィノレターく別途販売アクセサリー〉 


ニコンフイルターは両面にコーテイングが施されてお 
0、理想的な吸収特彳生をもつフイルターです。 

フイルターを用いますと、画面をスツキリさせるばか 
りでなく、写真に独特の効果を与えます。 



丫44フィルター使用 



ニコンフィルターには、右表のような®頃があり、大 
別してねじ込み式と平枠式の2つの形式があります。 
ねじ込み式は、直接レンズの前枠にねじ込んで用い、 
平枠式は、フィルタ—ホルダーを兼ねたレンズフード 
か、アダプターリングなどの間にはさんで用います。 


フィルタ_をレンズの保護のため常用する場合は、 L 37 の使 

用をおすすめします。逆光播影の際の輝度の高い光源が 画面 
に入った0するときには、場合によ0フィルターによってゴ 
_ス トが発生するおそれがありますので、フィルターをはず 
して撮影される方がよいでしょう。 



記号 

ねじ込みサイズ (晒） 

平枠 

伯 

& 蝴 

52 

72 

95 

122 

シリーズ K 

力黒 
ラ白 

スカイライト 

L IA 

〇 

〇 




し IB 

〇 

〇 




1 • 

用 

紫外 

線 

し 37 

〇 

〇 




L 39 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



淡 

Y 44 

〇 




〇 

黒 

黄 

中 

Y 48 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


濃 

Y 52 

〇 




〇 

白 

橙 

0 56 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

赤 

R 60 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

用 

黄 

淡 

X 0 

〇 





緑 

濃 

XI 

〇 






偏 

光 

Polar 

〇 

〇 




力黒 

ニュート ラル 

デンシティ 

ND 4 X 

〇 

〇 




ラ白 

ND 8 X 

〇 






ND I 0 X 

(34. 5、40.5 のみ） 


力 

アン 

淡 

A 2 

〇 





バー 

;'農 

A 12 

〇 






淡 

B 2 

〇 





1 

用 

ブルー 

中 

B 8 

〇 






濃 

B 12 

〇 






他に レフレックスニッコール 専用のものもあります。 
〇は販売中です。 
















































フードく別途販売ァクセサリ 


レンズフードは、斜め前方または側方からの強い光が 
直接レンズ面にはいるのを防ぐためのもので、ニコン 
レンズフードには、スプリング式、ねじ込み式、かぶ 
せ式およびレンズに糸且込まれているものがあります。 



スプリングフードの取りつけは、両側のボタンを押し 


ながら、レンズ前端にはめ、ボタンを離します。 

スプリング式とねじ込み式のフードは、レンズに直接に取り 
付ける以外に、レンズに付けたフイルターの前にも取り付け 
ることができます。各種の ニッコール レンズにそれぞれ専用 
のフードが用意されています。（レンズによっては共通に使う 
ものもあります。） 

レンズはなるべくつねにフードを付けてご使用になることを 
おすすめします。 
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> 



スプリングフードの収納は、フードを逆向きにして、 
前向きのときと同様に取り付けます。標準レンズでは、 
そのまま皮ケースに入れられます。 



















別途販売アクセサリー 


參接眼補助レンズ 

近視、遠視、老眼などの方のための補正レンズです。 

+ 3、+2、+丨、+ 0.5、0、 一 2、 一 3、 一 4、 

— 5の9種類があ0ます。 

接眼窓を取りはずし、そのあとへねじ込んで使いま" 5 。 

春接眼目当て 

眼のまわりから接眼部にはいり込む光を遮断し、ファ 
イン ダーの 像を見やすくするほか、測光の際の誤差を 
除く ために イ吏います。接眼窓をいつたんはずし、その 
枠にはめて、もとのところにねじ込んでイ吏し、ます。 

•アングルファインダー 

接眼窓をはずして取り付けます。垂直上方な どから フ 
ァインダー視野が見られ、複写 • 接写 • 願微鏡写真な 
どの 際、楽な姿勢で撮影ができます。 

• ガンカプ ラー AS — 2 

フラッシュユニット巳〇 — 7がコードレスで取りつけ 
られます （ P . 40参照） 

•スピードライト SB — 3 ， SB — 4 

調光式で、コードレスで取り付けられます。 

籲専用速写ケース 


春ケーブルレリーズ AR — 3 


ニコマート EL は、前記のアクセサリーの他、ニコン F 
用、 F 2 用のアクセサリー群の大部分がそのまま使え 
ます。 

春レンズキャップ 

癱ボディキャップ 

•ケーブルレリーズ AR — 2 

•ソフトシャッターレリーズ A R — I 

• ピストルグリップ2型 

♦グリップ用レリーズ 

•フラッシュユニット BC — 7 

•スピード ライト SB — 2 ( ガン カプラー AS — 2併用） 

•アイビースパイロットランプ SF — I 

•複写装置 PF — 2 

•マグニファイヤー 
•パノラマへッド AP — 2 
_ベローズアタッチメント PB — 4、5 
•スライド複写装置 PS — 4、 PS - 5 
♦接写リング K 型、 E 2 型 

• BR 2 リング（ベローズ用） 

• BR 3 リング （ 〃 ） 

• 接写補助レンズ No . 0、 No . I 、 No . 2 
籲顕微鏡写真アダプター 
籲天体望遠鏡用アタッチメント 
參オッシログラフ用ユニット D 型 
馨ガゼットケース各種 
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鼋池の交換（取り出し方) 


電池チェツクボタンを押して電池チェツクランプが点 
灯しなくなりましたら、電池を交換してください。 



! -4 1レンズをはずし、ミラーアップします。 

L_|J p . 13 P .39 


is 


電池室ふたを開きます。 

( P . IO 參照） 

カメラを逆さにしたまま、指先で電:;也室ふたを 
起して奥の方へ押しますと、電池はころがり出 


てきます。 


•電池の入れ方については、 P . 10をご參照ください。 


ニコマート[しには、6 V の銀電池を|個使います。 
銀電池はエ八レデイ ー No .544 をおすすめいたします。 










電池のむだな消耗を防ぐには_ 

電源スイッチを ON の状態にしたまま放置すると短時 
日で消耗するおそれがあります。電池のむだな消耗を 
避けるために、測光および撮影時を除き巻き上げレバ 
—を格納位置に戻して（電源スイッチは OFF となる） 
おいてください。 


電池の耐寒性 

銀電池は低温性能の優れた電池ですが、摂氏〇て以下 
になると、やは0性能が低下する傾向があります。 
摂氏0 ° c 以下の低温で撮影する場合は、なるべく新し 
い電池をご使用になり、同時にカメラ本体も低温から 
守るようにしてください。 

なお、低温のために一時的に性能の落ちた電池は、常温 
に戻れば回復しますから、そのままご使用になれます。 


カメラ自体を急激な温度変イ匕にさらさないようにご';主意くだ 
さい。電池の電極ゃ接点に腐食を生じ、接触不良を起す原因 
になります。 

•電池は両面を柔らかい紙か布でよく拭いて入れてください。 
春長期間電池室に入れたままでおきますと、漏液などのため 
に接触不良を起こすことがあります。万一漏液が認、められた 
ら、その電池は棄てて、電池室の接触部はよく拭いてくださ 

い。 

•カメラを長期間使わないときは' 電池を取り出しておいて 
ください。 

•電池は分解した0、ショートさせた〇、火の中に入れたり 
しないでください。 
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急激な温度変化を与えないこと 


ニコマ—卜 E L の而ナ温度性は約 +55° C - —— I 5° C ですが、 
急激な温度変イ匕を与えないようにしてください。 
たとえば、冬山での撮影などで、寒い戸外から急に温 
かい室内にカメラを持ち込んだりしますと、冷たい水 
を入れたコップを温かな部屋に持ってきたときのよう 
に、カメラの内外に水滴が生じます。 

また逆に湿気の多い温かい室内から、急に寒い戸外に 
カメラを持ち出しますと、丁度寒い日の窓ガラスのよ 
うに霜が生じたり、内部の水滴が凍りついたりします。 
内部の水滴はなかなか除くことができませんので、そ 
のまま放置するとサビの原因になった0します。 
このような犬況でごイ吏用の際は、できるだけカメラの 
温^変イ匕をゆるやかにしてやる考慮が必要です。 
防湿した袋などに入れて持ち込み（持出し）、周囲の 
温度になじんでから取り出すなどの工夫をしてくださ 
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カメラの手入れと保存 


どんなよいカメラでも、適切な手入れと整備がしてなければ、 
十分な性能は発揮できません。あなたのカメラを長持ちさせ 
るために、ふだんの手入れをお忘れなく。 


•金属の部分は、ブロワー（ゴム王求）やレンズパ•ケで 
ゴミやホコリをよく払い、乾いた柔らかい布でよく拭 
きます。 

•レンズやファインダー接眼窓などのガラス面はむや 
みに拭かないで、ホコリを払う程度にしてください。 
どうしても拭く場合は、柔らかい清潔な木綿に、ごく 
少量の アルコール （できれば アルコ ール と エーテルを 
約半々の割合で混ぜたもの）を湿して中心から夕則へ 
過卷状に軽く拭きます。 

♦ミラーの表面はブ ロワ ーでホコリを払う程度にして 
さわらないでください。 

♦カメラもレンズもホコリ、ミ显気、±盖分をきらいます。 
湿気の多い時期は、カメラを皮ケースから出して通風 
のよいところに置くようにしてください。 

•水しぶきのあるところや霧の中を持ち歩いた後は、 
よく拭いて乾かしてください。特に海辺などで使った 
ときは、真水を浸した布で塩分を拭き取ってから手入 
れしてください。 


春通常は給油の必要はありません。 

• 長期間カメラをお使いにならないときは保存の場所 
にミ主意して、高温多湿のところはさけてください。乾 
燥斉 ij を入れた容器に入れておけば最良です。 

• しばらく使わないで急に旅^ 1 などにお持ちになる場 
合、または重要な記録をとる場合などは、フィルムを 
入れる前に、まず念入りに機能を点検してください。 


カメラを水中に落したり、内部に水滴が入ったりすると、内 
部の手の届かないところまで水分が回ってしまい、そのまま 
放置した場合は部品がサビついてしまうことがあります。こ 
うなると修 i 里不能となるか、修理ができても修理費用が多く 
かかることになりますのでくれぐれも i 主意してください。 


カメラ番号 • 保証番号のメモ 


保証番号 

No. 

購入年月日 

年月日 

ボディ蕃号 

No. 

レンズ蕃号 

No. 

住所 • 氏名 
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日本光学工業株式会社 


本 社 .100 東京都千代田区丸の内 3 — 2 — 3 ( 富士ビル） 
大井 製作所 • HO 東京都品川区西大井 1 — 6 — 3 
サービス 課 • 143 東京都大田区大森北 6 — 19 — 22 
(営業所） 

大 阪 . 542 大阪市南区安堂寺橋通 2 —26 (大阪写真会館） 
名古星. 450 名古屋市中村区広井町 3— 88( 大名古屋ビル） 
広 島. 730 広島市袋町 3 - 19 (広島東邦生命ビル） 
福 岡 .810 福岡市中央区天神 2—12—1 ( 天神ビル） 
仙 台 • 980 仙台市中央 3 — 2 - 1 (仙台清水ビル） 
札 幌 .060 札幌市中央区大通西 1—13( 大通ビル） 
新 潟. 951 新潟市西堀通 5 — 8 5 5 (コーリンビル） 
横 浜. 220 横浜市西区北幸 1 — 1— 13( 横浜駅前ビル） 

(サービスセンター j 

東 京 .100 東京都千代田区丸の内 2 — 5 — 2 ( 三菱ビル) 
(サービスセンター修理部） 

東 京.100東京都千代田区丸の内 1-2-1 (東京海上ビル) 


電話（東京 03)214/5311( 大代表） 
電話（東京 03)773/1111( 大代表） 
電話（東京 〇 3 ) 7 64/2 6 01( 代表） 

電話（大阪 06) 262/3271 (代表） 
電話（名古屋 052)563 /288 i (代表） 
電話（広島 0822) 48/1216 (代表） 
電話（福岡 092) 721/3561 (代表） 
電話（仙台 0222) 27/1237 (代表） 
電話（札幌 011) 231/7896 (代表） 
電話（新潟 0252) 22/1461 (代表） 
電話（横浜 045) 312/1101 (代表） 

電話（東京 03) 215/0561 • 0562 

電話（東京 03) 212/1608 -1609 


(74. 5•〇 0 )C 




